
　

　この4月より、公民館館長を務めることになりました。これまで主事

として皆さんと関わる中で、地域の温かさや支え合う力をたくさん感じ

てきました。人口は少しずつ減ってきていますが、この地域には変わら

ない豊かな自然と、穏やかに暮らす人々の魅力があります。そんな良さ

を大切にしながら、皆さんと一緒に誰でも気軽に立ち寄れて、居心地の

良い場所となるような公民館にしていきたいと思っています。まだまだ

頼りないところもありますがどうぞよろしくお願いいたします。

　

　  

　4月から玉宮公民館主事をさせて頂くこととなりました。不慣

れなため皆様にはご迷惑をお掛けすることも多々ある思いますが、

よろしくお願いいたします。公民館はコミュニティの拠点となる

重要な施設です。ここに集う皆様が少しでも快適に過ごせるよう

館長さんとも協力して微力ながら努めさせていただきます。

※ 公民館使用申請は、利用する代表者が館長にご連絡ください（使用日・使用目的・使用時間　

　・使用希望の部屋）　使用後は、使用管理日誌に記入をお願いします。

※ 鍵は館長の自宅が遠い場所であるため主事宅で保管しています。使用時は主事宅から鍵と

　使用管理日誌を受け取り、使用後返却をお願いします。（主事宅入り口に設置の、「公民館用

　ポスト」を利用してください）

※ 玉宮公民館は、「１F　大会議室、小会議室、和室」、「２F　会議室、和室、調理室」が

　利用できます。
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玉宮公民館 館長・主事が変わりました 

🔵 新任館長・主事の紹介 

主事：古屋好二 さん  塩山竹森  📱電話    

館長：廣瀬 力 さん  塩山平沢  📱電話    

🔵 新公民館の使用申請・鍵の保管管理について 
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 　3月７日（土曜日）抜隊禅師ゆかりの四つ石巡りと”ざぜん草”を見学する、玉宮フットパスの会

 が開催されました。当日は小雨の予報でしたが、集合時間には晴れ間が広がり清々しい天気の中

 スタートすることができました。参加者の皆さんは早春の玉宮の自然を楽しみながらゆっくりと

 散策し約2時間ほどで完歩しました。本活動の準備・運営に携わったスタッフの皆さまご苦労様

 でした。

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年度最後となる俳句教室が開催されました。　本年度最後となる俳句教室が開催されました。　

会員の皆様には、半年間俳句教室にご参加い

 ただき感謝申し上げます。皆さまの一句一句に触れるたび、季節の豊かさと表現の楽しさを改め

 て感じる時間となりました。 また来年度も、  

 笑顔で句を詠み合える場になりますように！
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      公民館活動の報告 

令和８年３月１４日  

兼題：「春一番」「猫の恋」「土匂う（春の土）」 

《座禅石の見学》 

🔵 「フットパスin玉宮 ざぜん草」 開催 

《盆地と富士山を眺め

ながら一休み》 

《富士見石にて》 
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